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平成 25 年度 生涯学習の方針と重点施策 

①基本方針 

家庭や地域での子どもの体験教室やキャリア学習、生活を豊かにする社会教育活動

を通じて、市民が趣味やスポーツなどに親しみ、様々な問題解決や自己の希望の実現

に向け、いきいきと学ぶことのできる『市民一人ひとりが輝く生涯学習のまちづくり』

を推進する。 
また、生涯学習を学ぶ住民に、一方的・固定的に学習活動を進めるのではなく、市

民同士がお互い尊重し合い、教え合い、学び合う生涯学習活動の充実を図る。 
さらに、大学との連携により大学の持つ知的財産を市民に還元すべく、学習機会の

拡充を図るとともに、若者の地域離れが進むなか、市民が各地域の自然や歴史、文化

などを活かし、趣味やスポーツ、地域学習などを通じて、お互いに交流し、活動する

魅力あるコミュニティーづくりを推進する。 
 
 

②重点施策 

（１）生涯学習の充実 

市民一人ひとりが自発的意思に基づく学習活動を行い、自己実現を図りながら充実

した人生を過ごせるよう、幅広いニーズに対応した生涯学習の環境整備を図る。 

このため、生涯学習推進体制の確立のもと、公民館等の既存社会教育施設の整備、

指導者の育成や人材バンクボランティアなどの活用体制の整備を図るとともに、大学

関連教育研究施設と連携しながら、市民のニーズに合わせた特色ある学習プログラム

の開発と提供を進め、学習機会の拡充に努める。 

 ●生涯学習推進計画の策定 

●多彩な学習活動の促進 

  ・公民館事業及び大学との連携による特色ある生涯学習プログラムの充実 

  ・地域学習・ボランティア活動の支援 

  ・児童・生徒の体験活動事業の推進 

  ・家庭教育の支援 



●社会教育関連施設の整備、充実 

  ・公民館等の改修及び耐震診断 

  ・視聴覚教材等の充実 

  ・移動教室バスの更新（購入） 

  ・家庭教育学習の充実 

 

 

（２）青少年の健全育成 

青少年が地域の担い手として健全に育成されるよう、家庭、学校、地域、警察など、

関係機関との連携を強化し、健全な社会環境づくりに向けた各種活動を推進するとと

もに、青少年健全育成に向けた、体験・交流活動や社会活動への参加機会の拡充、青

少年を支え育てる地域活動の強化や指導者の育成に努める。 

 ●啓発活動の促進 

  ・青少年健全育成大会や指導者育成研修会の開催 

  ・各種団体との連携を強化し、啓発・広報の充実を図る 

●青少年育成団体活動の活性化と地域との連携強化 

  ・青少年団体の育成と地域との連携強化 

  ・通学合宿の実施 

・放課後子ども教室（本市通称「土曜スクール」）の推進及び実施地区の拡充 

 

 

（３）市民文化の振興 

本市に有する、優れた文化の継承と発展を促進するため、市民の芸術・文化活動の

活性化を支援し、多様な芸術・文化に接する機会や活動成果の発表機会の拡充を図る

とともに、活動の拠点となる文化施設（郷土資料館、図書館など）の充実を図る。 

さらに、本市固有の貴重な歴史や文化の保存、活用を進めるとともに、郷土資料館

等での魅力的な展示により、多くの人が本市の歴史や文化にふれあえる機会の提供に

努める。 

●芸術、文化の振興 

  ・文化、芸術団体への活動支援 

  ・人材ボランティアの育成 

  ・文化施設の充実と展覧会等の開催 

●歴史、文化の保全と活用 

  ・指定文化財の保存調査と適正保護の推進 

  ・市史の編さん、史資料調査と保存・活用 

  ・地域の歴史、文化資源の周知と有効活用 

  ・嶺岡牧の保全、活用 

 ●読書、学習環境の充実 

  ・ブックスタート事業の推進 

  ・社会教育施設との連携強化を図り、遠隔地利用者の利便性の向上を図る 

・図書資料の充実及び中学校と連携した図書教育の充実 

・人材ボランティアの育成 


